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 問題２  
次の見取図で表された立方体で，2 本の線










    
ア，AB の方が長いイ，CD の方が長い  
ウ，AB と CD の長さは同じ  
エ，どちらともいえない  
問題３  
 右の見取図で表された  
立方体 ABCD‐EFGH 
で線分 EB と線分 ED を  
引きます。∠BED は何度ですか。また  
その理由を答えなさい。  












   〔Ⅱa〕論理的に考察しようとするが，
正しい結論が得られない。  
   〔Ⅱb〕不適切な操作を加えて考察し，












































































  Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅱc Ⅲ 判定不能
中 1 17 69 6 1 2 5 
中 2 15 71 6 3 3 2 
中 3 10 53 15 6 14 2 
























































































































ア，AB の方が長い イ，CD の方が長い  









































  (図１  













   学習者は自分を教える教師であり，そ
のためには，自分をよく把握し，策を























































(1)自己診断  (2)仮想的教示  
(3)診断的質問 (4)比喩的説明  
(5)図式的説明 (6)教訓帰納  































































































 この活動は，生徒が Cabri3D を自由に扱



































































































































[問題 A]  
右の見取図で表され  
た立方体 ABCD‐EF 
GH で線分 EB と線分  
ED を引きます。∠E 
BG は何度ですか。  
またその理由を答えなさい。  
[問題 B]  
図のように立方体 AB 
CD-EFGH があり，各  
側面の対角線の交点を  
それぞれ P,Q,R,S とす  
る。このときの四角形 PQRS の∠SPQ の
大きさを求めなさい。また，そのように
考えた理由も述べなさい。  
  [問題 C]  
右の見取図で表される  
立方体で，M,N はそれ  
ぞれ辺 AE，辺 CG の中  
点です。点 D と点 F，  
点 M と点 N とを結んだとき，  







問題 B は，四角形 ABCD からの投影によ
り，四角形 PQRS を正方形と捉えて問題を
解くことができる。これは，見た目で四角







  以上，八田(2002)で使用された問題 3 問
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